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形
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伎

【ご観劇料】S席12,000円  A席8,000円  B席5,000円  C席2,000円  D席1,000円●
日
程

※出演者、期間などやむを得ぬ理由で変更
　する場合がございます、ご了承ください

名古屋市中区栄1-6-14地下鉄「伏見駅」下車6番出口直進

・御園座チケットセンター052-308-8899（オペレーター、10時～16時）
・御園座オンラインチケットhttps://www.misonoza.co.jp/ticket/
・チケットWeb松竹（受付開始3/9㊌10時～詳しくは［Web松竹］で検索）
・御園座切符売場（御園座タワー1階、10時～17時）
・中日新聞販売店、チケットぴあ、セブンイレブン　ほか
 ［ 主催 ］御園座　中日新聞社　［ お問い合わせ ］御園座営業部052-222-8222
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中
日
新
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名
古
屋
市
中
区
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地
下
鉄
伏
見
駅
下
車
⑥
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出
口
徒
歩
３
分

お
問
い
合
わ
せ
：
営
業
部  

☎
０
５
２
ー
２
２
２
ー
８
２
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※
お
断
り

や
む
得
ぬ
事
情
で
出
演
者
及
び
出
演
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
場
合
で
も
払
い
戻
し
や
日
時
の
変
更
は
致
し
か
ね
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
ご
観
覧
料（
税
共
）】 
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１
２
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０
０
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Ｃ
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２
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０
０
円

Ａ
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０
０
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Ｄ
席
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０
０
円

Ｂ
席　
５
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０
０
円

陽
春
花
形
歌
舞
伎

陽
春
花
形
歌
舞
伎

令
和
４
年

４
月
15
日
㊎　

  

〜
24
日
日

初日

千穐楽

御
園
座
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対
策
を
講
じ
、
ご
来
場
者
の
皆

さ
ま
及
び
出
演
者
公
演
関
係
者
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

ご
入
場
前
に
検
温
を
行
い
、
37.

５
℃
以
上
の
場
合
は
ご
入

場
を
お
断
り
致
し
ま
す
。（
チ
ケ
ッ
ト
代
金
は
払
い
戻
し
致

し
ま
す
）

階
段
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
す
り
、
肘
掛
け
な
ど
、
多
く

の
お
客
様
が
お
手
を
触
れ
る
場
所
は
定
期
的
に
消
毒
を
行
い

ま
す
。

●
通
常
の
換
気
に
加
え
、
開
演
前
、
幕
間
、
終
演
後
は
扉
を
開
放
し
、

外
気
を
取
り
入
れ
換
気
に
努
め
ま
す
。

●
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
は
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
喫
煙
所
は
、
当
面
の
間
、
閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
客
様
へ
の
お
願
い

●
ご
出
発
、
ご
来
場
前
に
検
温
さ
れ
、
発
熱
が
あ
る
場
合
は
ご
来
場
を

お
控
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
左
記
の
症
状
、

条
件
に
該
当
す
る
場
合
も
ご
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。（
チ
ケ
ッ
ト
代
金
は
払
い
戻
し
致
し
ま
す
）①
咳
、
呼
吸

困
難
、
全
身
倦
怠
感
、
咽
頭
痛
、
鼻
汁
・
鼻
閉
、
味
覚
・
嗅
覚
障
害
、

眼
の
痛
み
や
結
膜
の
充
血
、
頭
痛
、
関
節
・ 

筋
肉
痛
、
下
痢
、
嘔
気
・

嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
。②
２
週
間
以
内
に
感
染
が
引
き
続
き
拡

大
し
て
い
る
国
・
地
域
へ
の
訪
問
歴
が
あ
る
場
合
。

●
ご
来
場
の
際
は
必
ず
マ
ス
ク
の
ご
着
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
入
場
口

に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
致
し
ま
す
の
で
手
指
消
毒
の
う
え
ご
入

場
く
だ
さ
い
。

●
ご
入
場
の
際
に
ご
来
場
者
情
報
の
ご
記
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ご

登
録
の
個
人
情
報
は
、
必
要
に
応
じ
て
保
健
所
等
公
的
機
関
へ
の
提
供

を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
混
雑
緩
和

の
た
め
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
用
紙
を
印
刷
し
、
ご
記
入
の
う
え

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
開
演
時
間
が
近
く
な
り
ま
す
と
入
場
口
が
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
終
演
後
は
劇
場
ス
タ
ッ
フ
の
誘
導
に
よ
る
分
散
退
場
に
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　
　
　

令
和
４
年
１
月
現
在

検
温

消
毒

【
購
入
に
つ
い
て
】 

・
電　
話

　

御
園
座
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー（
10
時
〜
16
時
）
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チ
ケ
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・
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口
 
御
園
座
切
符
売
場（
営
業
時
間
10
時
〜
17
時
）

・
中
日
新
聞
販
売
店
、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

・
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
は
発
売
日（
3
月
9
日
）か
ら

  

御
園
座
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
対
応
で
受
付

3
月
9
日
㊌

午
前
10
時
か
ら

一
般
発
売
開
始

  昼の部            夜の部      

12:00　16:00

12:00　16:00

12:00　16:00

12:00

12:00　16:00

12:00　16:00

12:00　16:00

12:00　16:00

12:00　16:00

12:00

15㊎

16㊏

17日

18㊊

19㊋

20㊌

21㊍

22㊎

23㊏

24日

【
日　
程
】 

４月

一
、
上   

相
生
獅
子
（
あ
い
お
い
じ
し
）

　
大
名
家
の
座
敷
。
二
人
の
姫
が
優
雅
な
姿
を
見
せ
て
四
季
折
々
の
様
子
や
、
恋
に
迷
う
女

心
を
艶
や
か
に
舞
い
ま
す
。
そ
し
て
、
紅
と
白
の
獅
子
頭
を
手
に
踊
る
う
ち
、
蝶
を
追
っ
て

い
ず
く
と
も
な
く
姿
を
消
し
ま
す
。
や
が
て
二
人
の
姫
は
、
獅
子
の
精
と
な
っ
て
現
れ
、
獅

子
の
狂
い
を
見
せ
る
の
で
し
た
。

勇
壮
な
獅
子
を
題
材
に
し
た
〝
石
橋
物
〞
の
中
で
最
古
の
舞
踊
で
す
。

一
、
下   

雪
（
ゆ
き
）

　
江
戸
中
期
の
天
明
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
地
唄
の
名
曲
で
、
大
坂
は
南
地
の
ソ
セ
キ
と

い
う
実
在
の
芸
妓
を
モ
デ
ル
に
し
た
あ
わ
れ
で
美
し
い
女
心
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

今
は
仏
門
に
入
っ
た
芸
妓
が
雪
の
夜
に
一
人
寂
し
く
恋
人
を
待
ち
侘
び
た
過
日
の
思
い
出
を

回
想
し
ま
す
。

二
、
解
説 

歌
舞
伎
の
み
か
た

　
歌
舞
伎
の
基
礎
知
識
や
約
束
事
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。
歌
舞
伎
初
心
者
の
方
も
、
何
度
も

観
て
い
る
方
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

三
、
身
替
座
禅
（
み
が
わ
り
ざ
ぜ
ん
）

　
大
名
の
山
蔭
右
京
は
、
愛
し
い
花
子
の
も
と
へ
通
う
口
実
に
、
邸
内
の
持
仏
堂
に
籠
も
っ

て
座
禅
を
す
る
と
言
い
出
し
ま
す
。
一
日
だ
け
な
ら
と
許
可
し
た
奥
方
の
玉
の
井
が
様
子
を

見
に
行
く
と
、座
禅
を
し
て
い
る
の
は
、な
ん
と
太
郎
冠
者
。怒
り
心
頭
に
発
し
た
玉
の
井
は
、

太
郎
冠
者
に
替
わ
っ
て
座
禅
を
し
、
右
京
の
帰
り
を
待
ち
受
け
る
と…

。

狂
言
の
『
花
子
』
を
も
と
に
し
た
、
品
格
と
共
に
明
る
い
雰
囲
気
に
溢
れ
た
舞
踊
劇
で
す
。


